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報告事項（１） 

 

令和６年第２回千葉市議会定例会について 
 

教育総務部総務課  

 

１ 会 期 ６月６日～６月２１日 

   ６月１１日      議案質疑 

   ６月１２日      教育未来委員会 

６月１４日～２０日  一般質問 

６月２１日      常任委員会委員長報告、討論、採決 

 

２ 提出議案の審議状況 

（１）工事請負契約について（幕張新都心若葉住宅地区小学校（仮称）新築工事） 

                        【令和６年教委議案第１１５号】 

（２）工事請負契約について（幕張新都心若葉住宅地区小学校（仮称）新築電気設備工事） 

                        【令和６年教委議案第１１６号】 

※（１）及び（２）については、教育未来委員会の審査を経て、６月２１日の本会議

において可決された。 

 

３ 請願の審議状況 

（１）「公立小中学校・特別支援学校の給食費無償化と安心・安全な地元農産物の活用を

求める請願」（請願第２号） 

  教育未来委員会及び６月２１日の本会議において、それぞれ不採択とされた。 

 

４ 議案質疑・一般質問 

（１）議案質疑（現に議題となっている事件について、議案に係る提案理由説明を受けた後、討論、採

決に入る前に、その疑義を質すために行う発言） 

１人から通告があり、教育委員会に関する質疑を行った。 

 

（２）一般質問（議員個人が、本市の行政全般にわたり、執行部に対し、事務の執行の状況及び将来に

対する方針等について所信を質し、あるいは報告、説明を求め、又は疑問を質す発言） 

 ３４人から通告があり、うち１１人が教育委員会に関する質問を行った。 

※主な項目 ・英語教育 

・地域のお祭り 

・市内公立小中学校（教員、長期休暇におけるアフタースクールの昼

食提供、学校給食における牛乳パックリサイクル） 

・市立学校の児童生徒の学習費 

・施設整備の予算 

・昭和 100 年記念事業 
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・多様性施策 

・児童の放課後 

・学校の教科 

・学校給食 

・児童福祉体制の強化 

・熱中症対策 

・小学生の農業体験 

・小中学校の給食食材の発注業務と請求書発行業務の電子化の実施状況 

・特別支援学校 
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報告事項（２）

1　志願状況（受付期間：令和６年４月１日から令和６年５月１３日）
　（１）内訳

志願者 ちば夢志願者 志願者総数

盛岡会場 名古屋会場 兵庫会場
5,425 134 187 200 5,946 ※夢チャレンジ1,386名を含む

5,198 153 242 95 5,688

２　今後の日程
　（１）　第１次選考　　　

　（２）　第２次選考
令和６年８月１７日（土）・１８日（日）・１９日（月）　小学校・特臨以外の志願者が対象
令和６年８月２３日（金）・２４日（土）・２５日（日）　小学校・特臨の志願者が対象

　（３）　最終合格発表

3,120
中学校

約850名 (750) 2,386
2,607
(320)

募集人員 志願者数 志願倍率※1

(1.9)

令和６年 （令和５年） （令和５年） 令和７年 （令和６年）
令和６年実施

459 1,738

734

1.6

特別
選考

     若干名 19

345
(67)

4,560
4,949
(739)

一般
選考

約60名 (55)

- 19

-

368 93 461 6.1 (6.3)

　（３）障害者を対象とした障害者枠の志願者数　５名（昨年度は12名）

　　　 ②試験会場 県内７会場を予定（第1次合格者に別途通知）

 　　　　１０月中旬を予定　　　

　　　 ②試験会場 幕張メッセ等及び県外３会場（盛岡・名古屋・兵庫）
　　　 ③合格発表 ７月下旬から８月上旬を予定　　　　

 　　　①選考期日

　　　 ①選考期日 令和６年７月７日（日）

※障害者枠は、全区分（養護教諭を含む）を対象に、５名程度採用予定

千葉会場

栄養教諭      若干名     （若干名） 44
37
(-)

(2.9)

　（２）会場別志願状況

合　　計 約1,900名 2.4（約1,700名）

44

1,386 5,946

県外会場

特別支援教育 約120名 (80) 326
344
(48) 2.7 (4.3)

32 170

68 394

養護
教諭

令和７年度公立学校教員採用候補者選考の志願状況について

教育総務部教育職員課

実施年度

令和７年
令和６年

実施年度

※2　書道、情報、農業（土木造園・食品製造・園芸・畜産）、工業（機械・電気・工業化学・建設）、商業、水産（航海・機関）、看護、福祉、家庭

※1　「ちば夢チャレンジ特別選考」の志願者数を除いた倍率

全体合計

高等学校 各教科、科目
とも若干名※2

　　各教科、科目
　　とも若干名※2 138

144
(23)

2.8 (3.5)
中・高共通

小学校 約810名 (790) 1,279
1,472
(281)
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報告事項（３） 

 

月ノ木貝塚の国指定史跡の追加指定について 

 

生涯学習部文化財課 

 

１ 趣 旨 

令和６年６月２４日（月）に開催された国の文化審議会文化財分科会の審議・議決を経 

て、同審議会が中央区仁戸名町にある国史跡月ノ木貝塚の追加指定を文部科学大臣に答 

申しました。今後、官報告示を経て追加指定される予定です。 

 

２ 経 緯 

  令和４年２月に史跡指定地の北側隣接地での宅地造成計画を把握し、計画地内に未指

定の貝層の一部が含まれていることから、事業計画の変更と史跡の追加指定について事

業者との協議に着手しました。 

  協議の結果、貝層が広がる範囲を事業計画地から除外し、史跡に追加指定することで事

業者の同意が得られたことから、令和６年２月２日付けで文部科学大臣あてに追加指定

の意見具申を行いました。 

 

３ 指定の概要 

（１）文化財の区分・名称 史跡・月ノ木貝塚 

（２）指定理由  発掘調査（昭和２６年）により縄文時代中期の竪穴住居４基が検出され、 

また、加曽利Ｅ式土器のほか石斧、土錘、貝輪など種類が多い。当時の食 

料事情、生活活動などを知る上で貴重な資料であるため。 

 

（３）指定履歴  昭和５３年３月１６日 

         （追加指定 平成１４年３月１９日、平成１８年７月２８日） 

（４）所在地   既指定地    中央区仁戸名町２８９番１ 外３２筆等 

         今回答申対象地       同２８７番３ 外 ４筆 

（５）指定面積  既指定地    １７,２８９.１３㎡（うち民有地９２㎡） 

         今回答申対象地    ６３１.５８㎡（うち民有地２２９.１３㎡） 

 

４ 指定地の現状と今後の対応 

  既指定地については、民有地（送電線鉄塔用地）を除き、史跡整備用地として市教育委 

員会（文化財課）が管理している。年２回の草刈・清掃及び見回りを実施するともに、 

緑地として市民に開放しています。 

  今回の追加指定の答申対象地は、既指定地の北東側に接し、斜面になっている未利用の 

民有地と未舗装の道路敷からなります。 

  今後、答申対象地の所管換えや公有化、史跡全体の整備・活用に向け、検討を進めます。 
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史跡　月ノ木貝塚

　　別　添　１　　千葉市の位置

史跡 花輪貝塚

特別史跡 加曽利貝塚
史跡 荒屋敷貝塚

月ノ木貝塚

500ｍ ｍｋ２ｍｋ５.１ｍｋ１ｍ0

千葉東ジャンクション
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　　別　添　２

凡例
追加指定答申範囲

既指定範囲

貝層確認範囲

史跡・月ノ木貝塚

令和６年６月
追加指定答申範囲

宅地造成中
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報告事項（４） 

 

 

 

加曽利貝塚出土土器の縄文原体圧痕について 

 

生涯学習部文化財課  

 

１ 趣 旨 

本市では、特別史跡加曽利貝塚の出土資料について、新たな視点での分析・研究を進  

 めています。このたび、「土器圧痕調査」で新たな発見があり、令和６年５月に千葉大学  

 で開催された第９０回日本考古学協会総会で研究発表を行い、５月２８日から加曽利貝  

 塚博物館でその成果を初公開しました。 

 

２ 経 緯 

平成２７年から実施してきた加曽利貝塚出土土器の「土器圧痕調査」では、発掘調

査で出土することがほとんど無いマメや穀類などが数多く見つかり、縄文時代の

人々の植物利用の実態解明に向けた分析検討が進んでいます。  

令和６年５月に千葉大学で開催された第９０回日本考古学協会総会では、「加曽利

貝塚における縄文中～晩期土器圧痕の特徴と地域性」と題した研究発表を行いまし

た。 

特に注目されるのは、令和元年の土器圧痕調査で、昭和４０（１９６５）年に発掘

された縄文土器の圧痕から、縄目の文様をつけるときに使われた「縄文原体」と呼ば

れる施文具が見つかったことです。新たな分析方法の導入によって、半世紀余りを過

ぎて大きな発見があったことになります。  

縄文原体自体の出土例は知られておらず、縄文原体の圧痕の発見は全国で２例目

となります。 

縄文原体が、撚った縄紐であるとわかったのは昭和６年（今から９３年前）であり、

発見したのは加曽利貝塚Ｅ地点・Ｂ地点を発掘した山内
やまのうち

清男
す が お

です。百年近くの間、

発掘・研究でほとんど見つからなかった「縄文原体」の圧痕が加曽利貝塚から発見さ

れ、山内清男らによる発掘から１００年を迎える年に発表できたことは、誠に意義深

いと考えています。  

 

３ 成果の概要 

（１）対象資料  

 ア 種類  

   縄文土器片  

 イ 時期  

   縄文時代後期前葉・堀之内１式  

    （約４０００年前）  

 ウ 部位 

   口縁部に近い無文の部分  

 
圧痕が残る縄文土器片  
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 エ 出土位置 

   加曽利貝塚・北貝塚第２調査区（現在の竪穴住居跡群観覧施設）  

  オ 調査年度 

    昭和４０（１９６５）年 

（２）圧痕  

 ア 位置 

   外面から土器の内部に残る 

 イ 確認状態 

   炭化した縄の一部とみられるものが遺存。粉状で組織などは観察できず 

（３）調査方法 

・圧痕内にシリコーンを注入して型をとり、実体顕微鏡と走査電子顕微鏡で観察した。 

※キーエンス社製超深度マルチアングルレンズ VHX-D500。明治大学黒耀石研究

センター植物考古学研究室で実施。  

・圧痕は内部に深く潜入しており、土器を接着剤で接合した面より先に続いていた

ため、シリコーンで型を全部採取することができなかった。そこで、東京都埋蔵

文化財センターの所有するマイクロフォーカスＸ線ＣＴシステムによる撮影を

実施し、３次元画像処理ソフトウェアにより空隙の構造を可視化した。  

（４）観察結果 

・２段の縄（ＲＬ単節）と２カ所の結び目が観察された。  

・先端部に向けて０段（ｒ）の縄２条が約１４ミリメートル延び、末端部に複雑な

結び目をもつ。  

・長さと幅から、縄文土器に縄文を付ける際に使われた施文具「縄文原体」の圧痕

の可能性が高い。縄目の形状は縄文土器にもっともスタンダードに使われた「単

節縄文」と考えられ、研究者がイメージする「縄文原体」そのものといえる。  

・縄の材質はアサなどの植物繊維の可能性があり、引き続き素材同定調査を行う。 

 

 

（５）研究体制 

JSPS 科研費（JP20H05811、JP21H00591、JP21H05356）の助成を受け、佐々木由香

（金沢大学古代文明・文化資源学研究所、明治大学黒耀石研究センター）、杉本亘

（千葉大学）、大網信良（東京都埋蔵文化財センター）、佐藤悠登（東京都埋蔵文化

財センター）、長佐古真也（東京都埋蔵文化財センター）、山本華（株式会社パレオ・

ラボ）、西野雅人（千葉市埋蔵文化財調査センター）が共同で行った。  

３次元画像（４方向展開）  アサによる復元  圧痕レプリカの拡大  
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（６）研究協力 

分析と類例調査にあたり、明治大学黒耀石研究センター、東京都埋蔵文化財センター、

能城修一氏、小林和貴氏、髙野紗奈江氏、稲村晃嗣氏、戸村正己氏のご協力を得た。 

 

４ 成果の公開 

（１）展示概要  

「日本考古学協会 研究発表関連展示」  

（２）展示場所  

加曽利貝塚博物館  

（若葉区桜木８－３３－１）  

（３）展示期間  

５月２８日（火）～９月２２日（日）  

 

 

５ 関連事業（加曽利貝塚発掘１００周年記念事業）  

令和６年度中に、１００周年記念事業として加曽利貝塚に関連する事業を実施し

ます。 

期間 内容 場所 

４／２（火）～ 

７／２８（日） 
発掘１００周年記念パネル展 加曽利貝塚博物館  

５／２８（火）～ 

９／２２（日） 
日本考古学協会 研究発表展示 加曽利貝塚博物館  

９／２９（日） 千葉市遺跡発表会  生涯学習センター  

１０／８（火）～ 

３／２（日） 

企画展｢あれもＥこれもＥ－加曽利Ｅ

式土器(総括編)－｣ 
加曽利貝塚博物館  

１１／２（土）、 

１１／３（日・祝）  
加曽利貝塚縄文秋まつり  

加曽利貝塚 

縄文遺跡公園  

１１／２３（土・祝）、  

１１／２４（日） 

シンポジウム  

｢加曽利Ｅ式土器の再検討｣ 
生涯学習センター  

 

 

＜参考＞土器圧痕調査について  

土器圧痕調査は、各地の博物館や埋蔵文化財調査センター等の収蔵庫に眠る  

大量の土器を１点１点観察して土器についた圧痕をみつけるものです。  

圧痕とは、土器づくりの過程で粘土の中に混入した植物の種実や昆虫・貝な  

などが土器を焼いた際に焼け落ちて空洞になったもので、その形状を顕微鏡で  

詳しく観察することにより、混入したものの種類を特定することができます。  

とくに遺跡では残りにくいマメや穀類などの植物利用を知る上で近年注目さ  

れている調査方法です。  

 

 

展示のようす  
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議案第１６６号  

   令和７年度使用中等教育学校（前期課程）用教科用図書の採択  

方針について  

 令和７年度使用中等教育学校（前期課程）用教科用図書の採択方針に

ついて、次のとおり定めるものとする。  

  令和６年６月２６日提出  

千葉市教育委員会教育長  鶴  岡  克  彦  

１  採択対象教科用図書  

中等教育学校（前期課程）用教科用図書（令和７年度使用）  

２  採択期間  

令和６年８月３１日まで  

３  採択方法  

  中等教育学校（前期課程）については、学校独自の採択を行わず、

千葉市立中学校の採択する教科用図書と同一のものを使用することと

する。  

４  情報公開  

採択の透明性及び公正確保の観点から、採択事務の終了する、令和

６年９月１日以降、採択に係る資料を公開する。  
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議  案  説  明  

令和７年度使用中等教育学校（前期課程）用教科用図書の採択方針

について、千葉市教育委員会組織規則第８条第１０号の規定により、

議決を求めるものであります。  
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議案第１６７号  

   令和７年度使用中等教育学校（後期課程）用教科用図書の採択  

方針について  

 令和７年度使用中等教育学校（後期課程）用教科用図書の採択方針に

ついて、次のとおり定めるものとする。  

  令和６年６月２６日提出  

   千葉市教育委員会教育長  鶴  岡  克  彦   

１  採択対象教科用図書  

中等教育学校（後期課程）用教科用図書（令和７年度使用）  

２  採択期間  

令和６年８月３１日まで  

３  採択方法  

 (1) 校長は、校内において研究会を開催するなど教科用図書の調査研

究を行い、選定が慎重かつ公正に行われるようにする。  

 (2) 選定に当たっては、令和７年度使用教科書目録に登載されている

もののうちから、文部科学省が収録した「教科書編修趣意書」等を

活用し、十分な調査研究を行い、選定を行う。  

 (3) 校長の選定に基づき、教育委員会が令和７年度使用教科用図書の

採択を行う。  

４  教科用図書の内容に関し、考慮すべき事項  

令和７年度に市立中等教育学校（後期課程）において使用する教科

用図書については、千葉県教育委員会の通知等をもとに、地域や学校

の実態、課程や学科の特色、生徒の心身の発達段階及び特性を勘案す

る。  

５  情報公開  

採 択 の 透 明 性 及 び 公 正 確 保 の 観 点 か ら 、 採 択 事 務 の 終 了 す る 

令和６年９月１日以降、採択に係る資料を公開する。  
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議  案  説  明  

令和７年度使用中等教育学校（後期課程）用教科用図書の採択方針

について、千葉市教育委員会組織規則第８条第１０号の規定により、

議決を求めるものであります。  
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議案第１６８号  

   令和７年度千葉市立千葉高等学校第１年次入学者の募集及び選抜

の基本方針について  

 令和７年度千葉市立千葉高等学校第１年次入学者の募集及び選抜の基

本方針について、次のとおり定めるものとする。  

  令和６年６月２６日提出  

            千葉市教育委員会教育長  鶴  岡  克  彦  

１  募集定員  

    普通科   ２８０名（男女共学）  

    理数科    ４０名（男女共学）  

２  入学検査料  

２，２００円を納入する。  

３  一般入学者選抜  

  千葉市立千葉高等学校が定めた期待する生徒像に基づき、学力検

査の成績、学校設定検査（面接、集団討論、自己表現、作文、小論

文、適性検査、学校独自問題による検査及びその他の検査のうちか

ら当該高等学校がいずれか一以上の検査を定めて実施する検査をい

う。以下同じ。）の結果及び書類審査等により入学者の選抜を行う。 

（１）提出書類及び提出期間  

  ア  提出書類  

     入学願書、調査書等  

  イ  提出期間  

     令和７年２月４日（火）から６日（木）まで  

（２）志願又は希望の変更  

  ア  出願した者は、１回に限り、志願する高等学校の変更又は希望

する入学者選抜の種類及び学科の変更をすることができる。  

  イ  受付期間  

     令和７年２月１２日（水）及び１３日（木）  

（３）入学願書等の提出期間等の特例  

  ア  入学願書等の提出及び志願又は希望の変更の受付期間について

次の（ア）又は（イ）に該当する者に対し特例を認める。  

（ア）入学願書等の提出期間を経過した後に、保護者の転勤等に

伴う転居により、志願した高等学校入学後の通学に支障が生
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じたため、やむを得ず千葉市立千葉高等学校を新たに志願し

ようとする者  

（イ）志願又は希望の変更の受付期間中に、保護者の転勤等に伴

う転居により、志願した高等学校入学後の通学に支障が生じ

たため、やむを得ず志願又は希望の変更をしようとする者  

イ  受付期間  

     令和７年２月１２日（水）及び１３日（木）  

（４）検査の期日  

    令和７年２月１８日（火）及び１９日（水）  

（５）検査の内容  

    第１日  学力検査（国語、数学、英語）  

第２日  学力検査（理科、社会）及び学校設定検査  

（６）追検査  

感染症罹患等のやむを得ない理由により本検査を全部又は一部

受検することができなかった者について令和７年２月２７日（木）

に実施する。  

（７）選抜方法   

中学校（特別支援学校、中等教育学校及び義務教育学校を含む。

以下同じ。）の校長から送付された調査書等の書類の審査、学力検

査の成績及び学校設定検査の結果を選抜の資料とし、高等学校の

教育を受けるに足る能力、適性等を総合的に判定して入学者の選

抜を行うものとする。  

（８）入学許可候補者の発表の日時  

    令和７年３月４日（火）  午前９時  

４  中国等帰国生徒の特別入学者選抜  

    高等学校の「３  一般入学者選抜」の募集人員の一部について特

別に入学者の選抜を行う。  

（１）志願要件  

保護者が中国等引揚者で、保護者とともに引き揚げ、千葉県内

（普通科は千葉市内）に居住している又は居住予定のある者のう

ち、帰国して３年以内のもの  

なお、中国等引揚者とは、昭和２０年９月２日以前から引き続    

き中国等に居住していた者等で、その後永住の目的をもって帰国
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したものをいう。  

（２）提出書類及び提出期間  

  ア  提出書類  

     入学願書、調査書、中国等帰国生徒特別措置適用申請書等  

  イ  提出期間  

     「３  一般入学者選抜」の（１）イに定めるところによる。  

（３）検査の期日  

    令和７年２月１８日（火）  

（４）検査の内容  

面接及び作文  

（５）選抜方法  

中学校の校長から送付された調査書、中国等帰国生徒特別措置

適用申請書等の書類の審査並びに面接及び作文の結果を選抜の資

料とし、志願者の特別な事情を考慮して、総合的に判定して入学

者の選抜を行うものとする。  

（６）入学許可候補者の発表の日時  

    「３  一般入学者選抜」の（８）に定めるところによる。  

５  その他  

本基本方針記載以外の入学者選抜の実施に関して必要な事項につい

ては、「令和７年度千葉市立千葉高等学校第１年次入学者選抜要項」

に定める。  
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議  案  説  明  

  令和７年度千葉市立千葉高等学校第１年次入学者の募集及び選抜の

方法等を定めることについて、千葉市教育委員会組織規則第８条第９

号の規定により議決を求めるものであります。  
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議案第１６９号  

   令和７年度千葉市立養護学校高等部及び高等特別支援学校入

学者選考要項について  

 令和７年度千葉市立養護学校高等部及び高等特別支援学校入学者

選考要項について、次のとおり定めるものとする。  

  令和６年６月２６日提出  

         千葉市教育委員会教育長  鶴 岡 克 彦  
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議 案 説 明  

  令和７年度千葉市立養護学校高等部及び高等特別支援学校入学

者選考要項について、千葉市教育委員会組織規則第８条第９号の規

定により、議決を求めるものであります。  
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